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第１５回 環境シンポジウム2009千葉会議 

「みんなで考えよう！自然エネルギー」を開催します
環境シンポジウム2009千葉会議実行委員 桑波田 和子 

 
環境シンポジウム２００９千葉会議は、今年で１

５回目の開催となります。１９９５年１２月に第１

回が開催され、毎年秋の恒例の環境シンポジウムと

して、市民・企業・大学・行政が協働して、環境教

育と環境保全の活動の啓発および交流を促進して

いくことを目的としてきました。このように、協働

して開催し、継続してきた環境シンポジウムは、国

内においてもまれだといわれています。今回１５回

目を迎えるにあたり、今まで開催を実行しご支援く

ださった方々に改めて感謝申し上げます。 

今年のテーマは、「みんなで考えよう！ 自然エ

ネルギー」です。先祖から預かっているこの地球を、

持続可能な社会にと目指していく中で、エネルギー

の問題は重要です。温暖化防止が叫ばれ、もう待て

ないとまでいわれている現在を、どのように考え生

活し、生きていく姿勢が大きく問われています。 

このシンポジウムでは、まず自然エネルギーにつ

いて知ること、メリット、デメリットなど環境への

負荷が小さいのは何なのか知ること、さらに私たち

が活用するにはどのような課題があるのかなど、多

くの皆さまと話し合い、温暖化防止に向けて自然エ

ネルギーを推進していくことを目指しています。 

基調講演では、自然エネルギーのメリット・デメ

リットは何か、またどのように推進すればよいかに

ついて、日本大学理工学部電気工学科准教授の西川 

省吾氏にお聞きします。また、太陽光発電、風力発

電などを実際に活用されている事例を発表してい

ただきます。ポスターセッションでは、市民活動団

体、大学、企業のご協力をいただき、自然エネルギ

ーについての展示のほか、体験もあります。 

さらにパネルディスカッションでは、コーディネ

ーターに木田哲量氏（日本大学生産工学部教授）を

お願いし、パネリストと会場の参加者で、自然エネ

ルギーを推進していくための意見交換を行います。 

最近の国際ニュースからは、地球温暖化防止に向

けて、日本国としての役割も大きくなっていること

が分かります。自然エネルギーの活用を推進し、持

続可能な社会を目指していくために是非ご参加く

ださい。ご一緒に話し合いましょう。 

 

「環境シンポジウム２００９千葉会議」 

メインテーマ  ：「みんなで考えよう！自然エネルギー」 

開催日時    ：平成21年10月17日（土）10時～15時30分 

開催場所    ：日本大学生産工学部 津田沼キャンパス37号館 

参加費     ：300円（資料代）   参加者数 200名 

主催      ：環境シンポジウム２００９千葉会議実行委員会 

協賛団体    ：日本大学生産工学部 

後援機関    ：自治体・教育委員会・環境保全に関する機関、団体・ 

         大学・企業・ＮＰＯ・報道機関 など 

申込・問合せ先 ：環境シンポジウム千葉会議実行委員会事務局  

TEL 090-3817-0698 

FAX 047-305-1722  

E-mail chibakaigi@hotmail.com 

ホームページ 

     ◆環境シンポジウム千葉会議 

 http://u-shimin.genki365.net/gnku01/pub/sheet.php?id=6460 

     ◆風力見学会 

   http://genki365.net/gnku01/pub/sheet.php?id=7200 

 

萱田浄水場（八千代市） 
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エコメッセ2009 in ちば 報告 
 

９月６日（日）、～エコメッセ2009 in ちば～

「地球人みんなのエコロジーフェスティバル!!」

が幕張メッセ国際会議場で開催され、秋晴れの好

天気のもと約11,000人が集いました。昨年に

比べ1,000人ほどの増でした。 

この催しは、「持続可能な社会の実現」を目指

し、市民・企業・行政・学生などの各主体のパー

トナーシップのもとに、子どもから大人までが楽

しみながら参加できる環境イベントで、今年で１

４回目。今年のテーマは「地球温暖化と生物多様

性 ～エコメッセでくらしを変えよう～」です。

昨年の内容との大きな違いは「里山・田舎暮らし

物産展」と大学生コーナーが導入されたこと。昨

年を踏襲した内容は、団体出展による活動紹介、

エコステージでの各種催し、子どもによる森田知

事へのエコメッセージ、熊谷千葉市長とのエコメ

ッセ・パートナーシップトーク、エコクイズラリ

ー、ＩＣＣＳ公認 「缶つぶし世界記録挑戦大会」、

環境漫画家つやまあきひこの似顔絵屋さん、エコ

カー勢揃い！君はどの車に試乗する？、グリーン

電力証書発行など。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 その他、併催事業として、ＳＴＯＰ地球温暖化

inエコメッセ2009、｛環境フォーラム 私たち 

の手で守り継ぎたい 青い地球 緑のちば「企業

と環境配慮行動」｝が行われました。 

団体出展では、当初、経済情勢のため所要の

数の確保が危ぶまれましたが、この環境イベント

の価値が評価されているためか、継続出展団体が

大半を占めてはいますが、新たな団体が加わり昨

年を上回る数が確保できました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

団体出展ブースの傾向としては、従来型のパネ

ル展示に加え参加型展示に力を入れる団体が増

えたこと。「里山・田舎暮らし物産展」では、集

客力が他を圧倒し最も盛況なコーナーとなりま

した。しかしこのような盛況は必ずしも喜びばか

りではないと思います。このような物品販売が進

むと、本来の環境活動見本市と商業行為との差が

曖昧
あいまい

になるからです。 

また来年もエコメッセが行われるでしょうが、

常にイノベーションを図ることが生命線でかつ

難しさを伴います。それには、このイベントの企

画運営が50名弱の人数で行われていますが、ま

だまだ人数が不足していると感じます。実行委員

はだれでもなれるので、皆さん奮ってご応募くだ

さい。       （文責：実行委員 牧内） 

 

缶つぶし大会 

 

 

団体展示 

環境パートナーシップちばブースから 
 

今年は、間口2mのブースを使い、以下を行いました。 

・展示：①団体分布地図 

 ②活動紹介（エコ体験スクール、花見川わくわく歩き隊、エコサロン、HPほか） 

・体験コーナー（水の実験室へようこそ！） 

・アサリ貝の水質浄化実験（汚濁水として米のとぎ汁を使用） 

・珪藻
けいそう

が酸素を作る状況と、ミクロな珪藻の世界を覗
のぞ

く実験 

なお、エコマインド養成講座のインターン生３名のお手伝いもいただきました。 

 来年は、もっとメリハリのきいた出展と、楽しくできる体験コーナーづくりができるよう今か

らガンバリます。 
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  平成21年度千葉市エコ体験スクール開催報告 
                                 

 恒例の千葉市主催花見川地区の小学生を対象

にしたエコ体験スクールを、今年は3年生以上に

絞り、昨年までやってきたバス移動も止めて花島

コミュニティセンターに直接集合することにし

て8月7日（金）に開催しました。 

 応募は37名でしたが、当日は３１名の参加者

と、当会のスタッフ７名、講師、市役所２名、環

境財団１名のあわせて４２名でした。４０名の募

集でしたが、予定したプログラムを進めて行くに

は問題のない人数でした。 

 最初に千葉市の小川修一様より主催者として

のご挨拶を戴いた後予定通りのプログラムが進

められました。 

 

『花見川昔の話』      講師 牧野 光男 様 

  ― 時を越えたムクの木のものがたり ー 

 江戸時代、老中より開削工事の手伝いを命じら

れた庄内藩の 1500 人もの人たちが深いところ

では30メートルも掘った難工事を進めたお陰で

現在の花見川の基が作られた話でした。その時持

ち帰ったムクの木が 170 年の時を刻んだ今でも

天然記念物として庄内の地に現存しているそう

でこの話を初めて聞いた私の方が子どもたち以

上に驚かされました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『花見川宝さがし隊』 

 ６班編成で公園の中の小川、池、花見川の3か

所の水を汲んできてパックテストによる水質調

査をし、併せて班としての宝物を見つけてくると

いうテーマで出発しました。子供たちは小川沿い

の小道を歩くだけではガマン出来ず、小川の中を

覗いてアメンボと遊んだり、石や木の枝葉を投げ

たりして、おとなしくしていないので班のリー 

ダーたちは大変だったと思います。 

 センターに戻っての報告会では大きな葉を見

せたり、こんな昆虫を見つけたよと宝物を自慢し

あっていました。 

 

 

『水しらべ隊』 

 前述の 3 か所から汲んで来た水のパックテス

トでは、パックの振りすぎで同じ水をテストした

のに結果が違って出て、まとめるのに苦労した班

も、かえって議論を盛り上げる場になったケース

もあり、それなりに良かったのではないでしょう

か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『だれが川をよごしたの？』 

 飲料水として使われている印旛沼の水が汚れ

たら皆さんはどのように思いますかとのテーマ

で、水槽に入れた水に油や肥料、ごみ等が流れ込

んだ様子を再現しました。 

 ほとんどの子どもが初めて体験したようで与

えられた異物を次々と水槽に入れてはみんなで

悲鳴のような大きな声を発していました。目で見

て感じさせる教え方で子供たちが汚染の怖さを

効果的に体験できたのではないでしょうか。 

この後の子どもたちによる感想と決意表明の

中では 

＊ごみは必ず持ち帰るようにする 

＊てんぷら油を流しに捨てないようにする 

＊食べ残しはしない         等々 

心のこもった決意の言葉が聞かれて大変良かっ

た。 

 最後に今回の反省会では、次のことが確認され

た。 

①「だれが川を汚したの」のストーリーの内容に

少しちぐはぐな部分があり、次回までに「環

パ・花見川バージョン」に直して提案すること

が確認された。 

② 今年のようにバスを使わなくても、参加者が
確保できるので、来年もこの方法を採用する。 

③ 今年のプログラムの内容は時間的にゆとりが
あり子供たちに結構喜ばれたので来年もこの

スタイルで続けることを確認した。 

(文責 石川 好隆) 
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千葉県公民館での環境講座 
 

環境教育講座「ホタルの生活史」 

 
環境教育講座のひとつとして、平成２１年７月

２７日（月）に千葉市緑ヶ丘公民館で「ホタルの

生活史」について環境パートナーシップちばが出

前講座を行いました。対象は、１年から５年の小

学生と付き添いのお母さん方で、参加者は１２名

ほどでした。内容は、ホタルについて知るという

こと、それから見えるもの、というもので、プロ

グラムとしては、①ホタルの一生、②ホタルの形、

③ホタルの光のひみつ、④まとめ、です。 

具体的には、ホタルの棲
す

む環境について学び、

さらに、生きているヘイケボタル成虫（オスとメ

ス）と幼虫を観察し、スケッチしながらオスとメ

スの区別を覚える。「ホタルの光のひみつ」のと

ころでは、ホタルの発光物質について学習しまし

た。そして、光の実験では、「ルシフェリン」と

「ルシフェラーゼ」液を三角フラスコ中で混合し

た直後に起こる強烈な黄緑色の発光に歓声が上

がりました。また、電気的な仕組みですが、   

ＬＥＤ光による各種ホタルの発光パターンの再

現を暗箱内で行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０時に始まり１２時終了という時間にして

は、盛りだくさんのメニューでしたので、参加者

からは大満足という感想をいただきました。 

（文責 加藤賢三） 

 

廃食油からの石けん作り 
 

 ８月２２日午後、千草台公民館において「廃食

油からの石けん作り“ふりふり石けん”」を行い

ました。参加者は、親子での参加が多く、また大

人の方に興味のある方が多いようにも見受けら

れました。 

 「ふりふり石けん」は、通常石けん作りで使わ

れる苛性ソーダの代わりにオルトケイ酸ナトリ

ウムという薬品を使います。私は石けんに親しん

でもらう導入として「ふりふり」を行っています。 

 今回使った薬品は、劇薬ではありませんが取り

扱いに注意が必要な薬品です。説明をした後に、

ペットボトルに薬品を詰め、水、油・・・と注ぎ

攪拌
かくはん

します。今回は、参加者の多くが廃食油を持

参したため、その油によって石けんの色や反応が

違うことに驚きがありました。とてもきれいな油

なのに濃い色の石けんになったり、いつまでも

鹸化
け ん か

が感じられない油もありました。残念ながら

子どもが持参したものだったため、油の詳細が分

からなかったのですが、みんなで「不思議だね

～！」と盛り上がるよい材料になっていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 石けんは、作るだけではなく使って欲しい。こ

れがキッカケで廃食油石けんを使うようになれ

ば資源循環にもつながることと思います。石けん

を作るために廃食油を作るのは本末転倒ですが、

油を捨てるくらいならぜひ石けんに生まれ変わ

らせて欲しいと思います。(文責 広田 由紀江) 

 

牛乳パックの紙漉
か み す

き体験記 
             

 8月19日犢
こて

橋
はし

公民館で行われた紙漉き講習会

に初めて参加しましたので、その参加体験の感想

を含めてご報告します。 

 当日 10 時より 1 年生から 5 年生まで子ども

12人と付き添いでみえたお母さん5人がホール
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に集合して、まず講師のひろたゆきえ先生より当

日のスケジュール説明があった後、ハガキの作り

方で実際に道具を使って実演するころには、子ど

もたちも身を乗り出してマジックハンドのよう

な先生の指先の動きを見つめていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １枚目の紙漉きは全員が同時進行し先生の説

明に合わせて順序良く進めていく中で、水溶性の

色紙を混ぜると白いパックの色から赤や黄色に

変身する様子に驚きの声を上げていました。 

 ２枚目からは何色かの色紙を混ぜたり、斑
まだら

模

様になるように工夫したり、一人一人違った自分

だけの作品を漉き上げるたびに目の色を変えて

取り組んでいる様子は、見ている私たちまで幸せ

にしてくれました。 

 私が加入している松戸ケナフの会では、ケナフ

繊維を使った紙漉き体験指導をしていますが、繊

維を薄く水に溶いて漉く手法では初心者を相手

にする場合アシストする人が多く必要となり、人

集めに大変苦労することがありますので、今回の

体験をヒントに従来のケナフの紙漉き指導方法

を改善してみたいと思いました。 

(文責 石川好隆) 

めだかサミット in よつかいどう”に参加して 
   めだかサミット in よつかいどう実行委員 荒尾 繁志 

 
８月８日・９日の二日にわたり“めだかサミッ

ト in よつかいどう”が四街道市の四街道文化セ

ンターで開催されました。 

これは、“第 11 回めだかシンポジウム四街道

大会”のことで日本めだかトラスト協会が、全国

を持ち回りで開催しており、今年はNPO法人・

四街道メダカの会がトラスト協会からの依頼で、

“自然を生かす町づくり”をテーマに開催するこ

とになったのです。四街道メダカの会を中心に実

行委員会を募集し１０回に近い実行委員会がも

たれました。初めは何をどのようにしたらよいか

分からず空転もしましたが、実行委員会を重ねる

うちに意思が統一され全体像が見えてきたので

す。 

当日はC・W・ニコルさんをお迎えし記念講演

“人と自然との共生”からスタートです。参加者

は鹿児島・山形・藤沢からの参加者もあり、約

900 人を超え心配が嘘
うそ

のようです。大ホールの

外の“しぜんあそびの広場”も大変にぎわってい

ました。 

ニコルさんのお話は、生い立ちから始まり「楽

しそうにやっていれば仲間は集まる」、「行政に

頼らず出来るだけ自分たちでやっていこう」、

「太陽が入り、空気が流れるように森を手入れす

れば水も山も 蘇
よみがえ

る」、そして「男の子には飛び

道具を…」など、さらに会場からの質問にも気さ

くに答えていました。 

分科会は、 

１. 自然環境を生かす町づくり 

２. めだか研究最前線 

３. 子供の育ちと自然 

４. ホタルと水辺環境・水辺の生き物たち 

の 4分科会ですが、ホタルと水辺・・・は、夷隅

の仲間から是非にと投げかけられて、急遽
きゅうきょ

追加

されました。 

私は第一分科会を担当しましたが、テーマが大

きく結果として捕らえどころのない内容になっ

てしまい反省しております。河川環境課の林薫氏

から坂川の開発実績から、ある程度ひくい目標で

取り組めば、結果が付いてくる。都市計画課の中

村大介さんは持続可能な町づくりを千葉県の各

地で進めていること、小野由美子さんからは佐倉

市での畔田
く ろ だ

造りと緑の銀行は、元々あった計画と

資金がうまくからみあった。むくろじの里の山崎

輝清さんからはゆったりとした里山活動が成果

を作り出している。そして吉田寛さんからは環境

経済学と少し違った切り口で、仕事はだれにやら

せるかが問題だ・・・と報告があり、最後に中村

邦彦先生から持続可能な街づくりは、住民の皆さ

んが多少の痛みを容認することが必要だとまと

めていただきました。 

親睦
しんぼく

会の後に行われた四街道市のホタル観賞

会も大変好評をいただきました。 

翌 8 月 9 日に実施されたバスツアーは、四街

道市内の自然豊かな里山と印旛沼、あるいは中央

博物館を見学するコース、さらに、いすみの環境

と文化の里から大山千枚田を訪れるコースで、約

170人の方に楽しんでいただきました。 
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★第39回環境パートナーシップエコサロン報告★ 

印旛沼再生の取り組みと坂川再生事業 
日 時：８月2７日(木)午後6時０0分～8時２0分、会 場：千葉市民活動センター 会議室 

話題提供：林 薫 氏(千葉県土木整備部河川環境課) 
 

 話題提供に先立って話題提供者から多くの資料

が配布されました。まず県の重要プロジェクトの印

旛沼の再生事業についてご紹介いただきました。な

おこのエコサロン後の 9月16 日に、第16 回 印

旛沼流域水循環健全化会議が開かれました。続いて、

話題提供者が以前に担当された松戸市を流れる坂

川の再生について、県の先駆的事業として紹介され

ました。 

『印旛沼再生の取り組み』 

 印旛沼の流域面積は約11万平方ｋｍ、流域内人

口では約74万人と千葉県の人口の１割程度を占め、

県内の重要な飲料水、農業用水、工業用水などの水

源となっています。 

 印旛沼の水質（COD）は、1984 年のピーク時

の 13ppm から、現在は 11ppm と改善が見られ

るものの、全国ワーストワンという悪い状況です。

この原因は、戦後からの農地造成のための干拓事業

により、沼の水面積が戦後当初に比べ 60％ぐらい

までに減ったこと、及び経済の高度成長に伴い流域

の市街地化が著しく進行し、現在も更に微増してい

ることがあげられます。更に、この沼の物理的、水

理・水文学的特性を霞ガ浦や琵琶湖などと比較する

と、貯水量に対する流入汚濁量が著しく大きいこと、

水の滞留時間が約３週間と長いため、印旛沼の水質

浄化を難しくしています。また近年の水質改善対策

を特に難しくしている要因は、汚濁源として市街地

の面汚濁、家庭雑排水、湖底の堆積汚泥からの再発

生、農業生産に伴う汚濁発生への対策の困難さが挙

げられます。加えて用水のための水がめ化に伴い、

沼の水深が往時の１ｍほどから1.7ｍになり、水辺

の植生などによる浄化機能が失われていることが

あげられます。 

『再生への取り組み計画』 

平成13年に行政や市民団体などによる協働の取

り組みとして印旛沼流域水循環健全化会議がスタ

ートしました。また、上述の第16回会議で、長期

計画（2030年目標年）と第Ⅰ期行動計画（2015

年目標年）の素案が示されました。 

 この計画による対策は、雨水浸透、家庭雑排水対

策、環境にやさしい農業、湧水や谷津・里山保全、

水害対策、親しみのある水辺の創造、水草の再生、

環境学習と流域市民の自主活動の推進を骨子とし

ています。 

この対策により水質（COD）は、2015 年まで

に7.5ppm、2030年までに5.0ppmを達成する

計画です。なお、透明度は現状の0.3ｍから1m近

くになると予想されています。 

『坂川再生への取り組み』 

 坂川は、以前は川沿いに住宅が密集し、堤防はコ

ンクリート壁で人は近づかなく、夏は川の異臭で窓

も開けられないという代物でした。 

この状況に対し、清流ルネサンス事業による利根

川からの導水が実施され、水質（BOD）はピーク

時の 25ppm（平成 7 年）から現在の 3ppm（環

境基準並み）へと大幅に改善されました。次の段階

は、自然の生態系が豊かで、人が親しめ遊べる川づ

くりが目標となります。 

 坂川の一部に江戸時代からの原風景が残ってい

る場所があり、そこはマコモなど抽水植物群落がか

なり残っており、担当者はこれが目標とすべき水辺

の環境ではないかと考えました。しかし、護岸をす

べて原風景に戻すのは無理なため、護岸の根固部分

に幅 50cm ほどの生態系や親水性に配慮したマウ

ンドを造成しました。これが起点となり、川の生態

系を再生させ、更に”川がき”を呼び戻し、灯ろう流
しなどのイベントが行われるようになるなど、今で

は、市民にとってとても大切な水と緑の空間に変え

ることができました。 

『今後に向けて』 

水際のエコトーン（生態移行帯）効果で多くの抽

水植物群落、魚類等が戻ってきて清流が復活してき

ました。これまでの試行錯誤により、自然を効率的

に再生するツボが分かり第 1 段階はクリアできた

と考えられます。 

今後の展望として、川づくりから川育てや川づき

あいへ、外来種の排除・抑制、水と緑のネットワー

ク、類似の他河川での応用など課題はたくさんあり

ます。           （文責：広報部） 

  

 

未来の 

印旛沼流域 

坂川の今 
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運運運営営営委委委員員員会会会報報報告告告

よよりり 

第40回環境パートナーシップエコサロン ご案内 
 

平成21年度環境学習コーディネーター人材育成・活用検討事業を、当会、NPO法人千葉自然学校、

GONET、千葉県環境政策課、教育指導課、千葉県環境研究センターとの協働で事業を展開しています。

9月までに、2回のワークショツプを開催しました。そこで、環境学習コーディネーター事業について

の中間報告会を開催します。環境学習を行っている方、また、環境学習をコーディネートについて関心

のある方のご意見をいただきたいと思います。ご参加お願いします。 

 

日時：10月28日(水) 午後６時３０分～９時 

場所：きぼーる ビジネス支援センター１３階 会議室3 
内容：県とNPOの協働事業 

「平成21年度環境学習コーディネーター人材育成・活用検討事業」の中間報告会 

①県とNPOの協働事業について    千葉県NPO活動推進課 内山真義氏 

②協働事業の中間報告 

③意見交換会 

主催：環境パートナーシップちば ほか2団体 

参加費：無料 

参加・申し込み：桑波田  TEL&FAX：043-258-5437   e-mail：kuwahatak@hotmail.com 

 

・・・・・会員からの報告・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・     

籾山 正行  NPO東京湾と荒川・利根川・多摩川を結ぶ水フォーラム 

東京湾と荒川・利根川・多摩川を結ぶ水フォーラム2009が開催されました 
 

日時：9月13日（日）10:00～16:30 

主催：東京湾と荒川・利根川・多摩川を結ぶ水フォーラム2009実行委員会 

後援：環境省 埼玉県 東京都 千葉県 環境パートナーシツプちば ほか 

会場：大宮ソニックシティ 小ホール 

ホームページ：www.water-forum.net 

フォーラムには、埼玉県や関東地区を中心に全国から参加者が多数訪れ、午前中は、東洋大学の松浦茂樹

教授が「利根大堰と武蔵水路の成立」の講演がありました。江戸時代用水路を作ろうと、幕府がのりだし完

成したものもあるなどを例に出し、「水の確保は地域が構想、計画し国に要望することが重要」と語られま

した。 
午後からは、市民、NPO、行政などの水環境についての分科会がありました。当NPO法人は、このイベ

ントのほかに、会員団体と一緒に各種イベントを開催しています。数年前には、市川市と市民団体の協力を

いただき、埼玉県民を中心に春木川を見学し、地元住民と市役所職員との交流を行いました。また、このこ

とはマスコミを通じて報道されました。 

 

 

 

 
8月運営委員会 

日時：21年 8月27日(木)  午後 4：00 

場所：千葉市民活動センター 

【報告事項】 

・千葉市エコ体験スクール（8月 7日） 

・8月エコサロン開催 8 月27日（木） 

・千葉市公民館講座 

【協議事項】 

【広報部】 

・だより69号（資料あり）検討 

【事業部】 

・エコメッセ出展内容 

・千葉市エコ体験スクール ふりかえり 

・花見川わくわく歩き隊 9月27日 

・10月エコサロンについて 

【事務局】 

・ エコマインド生インターン 

・ NPOの日（12月1日（火）） 

・ わくわく歩き隊開催 
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広報部より 

1. 皆様の活動やお知らせなどの原稿をお寄せください。 
2. ホームページに団体のリンクや連絡先としてメールアドレス等の記載をご希望の方はご連絡ください。 

HP：http://kanpachiba.com/ 

 

氏 名   入会年月日  

住 所  〒 

ＴＥＬ  ＦＡＸ  

年会費 個人1,000円 団体2,000円 賛助会員5,000円 

お知らせ 

＜環境パートナーシップちば＞ 

入会申込書 

会の趣旨に賛同し（個人、団体、賛助会員として） 

会費を添えて（郵便振替）入会します 

「環境パートナーシップちば」は、環境活動の推

進と充実を目指し、千葉県内の環境市民のゆるや

かな連帯のもと、相互の情報交換と交流を深め、

行政及び専門家とのパートナーシップによる活動

の展開を図ることを目的としたネットワークで

す。 

入会申込先：千葉県環境財団 環境技術部 

環境活動推進ﾁｰﾑ気付 

TEL:043-246-2180  ＦＡＸ 043－246-6969 

会費納入先：環境パートナーシップちば 

郵便振替口座 00160-9-401872 千葉県環境財団 

環境技術部 環境活動推進ﾁｰﾑ気付 

 

再生紙使用 

 

第4回 3R推進全国大会開催  
            ～千葉市から始める環境ライフ～ 

会期：10月16日（金）～18日（日） 

会場：千葉ポートアリーナ/ホテルグリーンタワー千葉 

概要：3R全国大会及び「ちばし環境展」が開かれ、市民団体・企業の出展、体験など。 

平成21年度印旛沼わいわい会議開催 
  テーマ：おいしい水の町、酒々井で描く未来予想図 

日 時：10月17日（土）10：00～16：40 

会 場：プリミエール酒々井 

概 要：全体会・分科会・全体討論 

分科会テーマ： ①暮らしの排水 ②環境にやさしい農業 ③里山と水 ④生活の中の治水 

⑤水に親しむ環境学習 

 

風力発電施設見学会の開催 

環境シンポジウム 2009 千葉会議の学びを更に深めるために風力発電施設の見学と公共

交通の役割（銚子電鉄）を学びます。 

日    時：10月 26日 (月)  8：30～18：00  

参加対象 ：環境シンポジウム 2009千葉会議参加者 

定    員：40名 

参加費   ：2,500円（交通費、昼食代を含む。当日バス車内にて集めます。） 

集合場所 ：JR千葉駅 NTT前 

集合時刻  ：8：30    解散時刻 18：00予定（JR千葉駅 NTT前）   

締   切：先着順定員に達した時点。参加決定者には10/17日以降に通知 
申し込み先：環境シンポジウム千葉会議実行委員会事務局 

TEL 090-3817-0698 FAX047-305-1722 

E-mail chibakaigi@hotmail.com 

 


